




Ⅱ 研究活動の展開 

前年度の報告の通り,4 つのグループは夫々の標題からのアプローチにより,小児の心身の

健康とそれを阻み歪める養育条件との関係,又は健康と養育条件の現代的問題点との関係

について,研究が進められてきたのであるが,初年度の方法の決定,調査及資料の蒐集を中

心として第一段階の分析,即ち,大づかみのこれらの関係の把握と,更に方法の改善を加え

ての詳細な対応関係を求めるべき問題点の明確化が行われた結果をふまえて,次の詳細な

分析に入った。これらの計画,及びその分析の進行状況と結果,その意味と問題点について

は,まず,平成 2年 1月 26 日に班会議を開いて,各テーマ毎のその進捗状況と問題点の開陳

が行われ,1.については,蒐集された症例の解析から,発生起点の解明,更に進んで予防法の

発見に問題が展開していること,2.では,はじめこの班内で特定テーマとして研究を発足さ

せたが,この開発が,班の研究の結果から求められる。健康に歪みをもたらす養育条件への

援助,予防とつながるのではの予測のあること。3.では,現代の家庭の養育条件の変容の一

つである父親のあり方を追究することで,小児の健康的発達への歪みの予防の現代的問題

の解明の一方向となることを,4 では,かゝわりの行動に歪みありと思われる幼児を対象に,

その行動特性の把握と型の分析が親子関係及養育環境と特徴ある関連が見出されるのでは

ないかと思われることから,詳細な特性の把握の仕方や型の分類に改良を加えて解析を

すゝめる必要性と,更にそこから,養育条件の問題点への相談や保育を通しての援助の方途

を見出す方向への展開が示され,相互の間で,条件分析への示唆がなされると同時に,「遊び

の教室」の開発を,班内の研究結果をふまえて,養育条件の改善への援助や治療,又は予防の

方向にもっていけるような方向づけをしては如何?との意見が多く出された。 


